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国産ピアノの製造を皮切りに、
楽器事業の礎を築いた創業期
ヤマハグループの歴史は、創業者・山葉寅楠が 

1台の壊れたオルガンを修理したことをきっかけ
に、国産オルガンの製作に成功したことに始まり
ます。ヤマハブランドの商標「YAMAHA」は、山
葉寅楠の姓に由来します。  

ブランドプロミス「Make Waves」を制定

2000 年代～ 2020 年代～

音楽教室 サイレントシリーズ ヤマハミュージック 横浜みなとみらい

1887 年～ 1950 年代～ 1970 年代～

1954年「YAMAHA MUSIC SCHOOL 
（ヤマハ音楽教室）」の前身となる 
教室を開講

1955年 オートバイ部門を 
ヤマハ発動機株式会社として分離

1958年 メキシコに初となる 
海外現地法人を設立

1964年 米国に音楽教室開設

音楽文化の普及と新事業への挑戦、
総合楽器メーカーとして海外へ
電子オルガン『エレクトーン』、管楽器などの製
造に加えて、楽器づくりで培った技術と感性を
生かして、オーディオ機器やスポーツ用品、リ
ビング用品の製造、リゾート事業の開始など、
事業の多角化を進めました。世界各地に販売
拠点・生産拠点も展開し、グローバル総合楽
器メーカーへと躍進しました。

テクノロジーの進化と
新たな価値創造
アコースティック技術とデジタル技術の融合、
半導体の内製化による独自のLSI開発で、デジ
タルシンセサイザー『DX7』や電子ピアノ『クラ
ビノーバ』『サイレントシリーズ』など、ヤマハな
らではの斬新な製品を数々生み出しました。ま
た、楽器の生産技術を応用してFA機器や自動
車用内装部品を事業化するなど、事業領域も
大きく拡大しました。

「音・音楽」を中核とした  
事業へ再編
多角化事業から「音・音楽」を中核とした事業
に選択と集中を行うとともに、国内外の生産・
営業拠点の統廃合、海外企業の買収などによ
り、コア事業の構造改革と成長基盤強化へと
事業の再編に大きく舵を切りました。

ヤマハグループならではの
新価値やソリューションを提案
首都圏にブランド発信拠点を開設したほか、顧
客情報基盤「Yamaha Music ID」を活用した
体験型サービスの拡充などで、顧客とのつなが
りをグローバルで強化しています。また、AI技術
を活用した新価値や新しいソリューションを世
の中に提案し、社会課題の解決と企業価値の
向上に努めています。

1972年 半導体の生産を開始

1977年 インドネシアでの楽器生産を開始

1984年 産業用ロボット（FA機器）市場に参入

1987年 創業100周年を機に、 
ヤマハ株式会社に社名変更

1989年 中国での楽器生産を開始

1887年 創業

1897年 日本楽器製造株式会社設立

1900年 ピアノの製造を開始

ヤマハの歴史
ヤマハグループは、1887年の創業以来、音・音楽に関連する事業を中核としながら、「新たな感動と豊かな文化を世界の人 と々創り続ける」ことで「世界中の人々のこころ豊か
なくらし」を目指してきました。その理念や考え方は「ヤマハフィロソフィー」として体系化され、135年以上経った今もなお大切に受け継がれています。

YAMAHA’S HISTORY 

明治30年代のアップライトピアノ

2010年 ピアノ国内生産拠点を 
掛川工場に統合

2012年 管楽器国内生産拠点を 
豊岡工場に統合

2015年 「スクールプロジェクト」の展開開始

2018年 研究開発拠点「イノベーションセンター」、
企業ミュージアム「イノベーションロード」
を開設

2019年 ブランドプロミス 
「Make Waves」を制定

2020年 車載向けヤマハブランドオーディオの提供
開始

2024年 体験型ブランドショップ「ヤマハミュージック 
横浜みなとみらい」を開設 
ブランド発信拠点&研究開発のサテライト
施設「Yamaha Sound Crossing 
Shibuya」を開設

2025年 米国シリコンバレーにコーポレート 
ベンチャーキャピタル設立
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ピアノ

39%

ポータブルキーボード

48%

デジタルピアノ

48%

管楽器

32%

ギター

12%

ヤマハの今
ヤマハグループは、アコースティック楽器からデジタル楽器までフルラインアップで製造販売する世界最大の総合楽器メーカーです。また、業務用音響機器、ホームオーディオ、
モビリティ音響機器などの音・音楽・音響に関わる事業からネットワーク関連機器、FA機器、自動車用内装部品に至るまで、幅広く、グローバルに事業を展開しています。

主な製品のグローバルシェア（金額ベース、ヤマハ調べ）

楽器全体

26%

売上収益 

4,621億円
事業利益 

367億円

グループ全体の売上収益・事業利益

売上収益と従業員数の地域別構成

AT A GLANCE 2025年3月期

 楽器事業
 音響機器事業
 その他の事業

グループ全体の合計

売上収益  4,621億円　従業員数 18,949人

北米

売上収益
1,223億円（26.5%）

従業員数
772人

日本

売上収益
1,068億円（23.1%）

従業員数
5,574人 その他の地域

売上収益
866億円（18.7%）

従業員数
7,406人

欧州

売上収益
960億円（20.8%）

従業員数
1,119人

中国

売上収益

504億円（10.9%）

従業員数

4,078人

その他の事業* 

182億円（3.9%）

自動車用内装部品やFA機器などの

事業を展開しています。

音響機器事業* 

1,478億円（32.0%）

業務用からコンシューマー向け、モビリティ音響機器まで幅

広い製品を提供しています。

コンシューマー 
音響機器

プロフェッショナル 
音響機器

 楽器事業 

2,961億円（64.1%）

主力である楽器の製造・販売をはじめ、音楽教室の運営、音楽・

映像ソフトの制作・販売など多彩な事業を展開しています。

電子楽器 管弦打楽器ピアノ ギター 自動車用内装部品 FA機器
モビリティ 
音響機器

* 2026年3月期より、「電子デバイス事業」の名称を「モビリティ音響機器事業」に変更し、「その他の事業」セグメントから「音響機器事業」セグメントに組み替えています。これに合わせて、過年度については数値
を組み替えた上で算出しています。
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事業活動

サステナビリティ

VALUE CREATION STORY 価値創造ストーリー
ヤマハグループでは6つの資本を重視しています。ブランド、顧客、技術、人、財務、環境・社会・文化、これら当社独自の資本を増強していくことが企業価値向上につながると
考えています。特定したマテリアリティに基づき、磨き上げてきたヤマハならではの4つの強みを生かし、事業を通じた価値を創出することで、各資本の最大化を図り、ヤマハ 

ブランド・企業価値の向上のサイクルを繰り返して経営ビジョンの実現、ミッションの達成を目指します。

ヤマハ独自の 
6つの資本

 P.8

経営目標

人

ミッション

ヤマハが目指すもの 

世界中の人々の 
こころ豊かなくらし

経営ビジョン

音・音楽の力で、 
人々の個性輝く 
未来を創る
社会価値の共創を 
通じて企業価値を 

高める

技術

顧客

環境・社会・ 
文化

ブランド

財務

財務目標
新中期経営計画

「Rebuild & Evolve」
（2025/4–2028/3）

事業利益率　
13.5%

売上3年CAGR

5%

総還元性向　
50%以上

ROE

10%

重要戦略の 
達成度合いを 
測るKPI

 P.20

楽器事業 
グローバルシェア

No.1*

クラフトマンシップと 
テクノロジーの融合

世界中の顧客との 
接点

技術×感性

ヤマハの価値創造を支える強み  P.9

企画・開発 調達 製造・物流 営業・ 
マーケティング

保守・ 
メンテナンス

サービス提供

音・音楽を 
コアにした 
製品・サービス

音・音楽の愉しみ方を 
広げる体験価値体験価値

技術×感性で磨く 
製品の 

本質的価値本質的価値

音・音楽による 
社会課題解決を通じた 

新価値創造新価値創造

アウトプットインプット アウトカム

* ヤマハ調べ
その他製品・ 
サービス

音響機器

楽器

音楽教室
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ヤマハグループは創業以来、音・音楽に関連する事業を中核としながら、独自の6つの資本を積み上げてきました。マテリアリティや戦略に基づき、資本のさらなる強化、企業価値
の向上を目指しています。

ヤマハ独自の6つの資本（2025年3月末時点）

ブランド
過去から蓄積してきた 
認知度、ロイヤリティ

•  楽器事業グローバルシェアNo.1*1

•  「Best Japan Brands 2025」27位*2 
 （インターブランド社）
　*1. ヤマハ調べ
　*2.  ヤマハ（株）とヤマハ発動機（株）の両社が展開する 

ヤマハブランドの価値を合算して算出

課題：市場競争激化によるブランド力の低下

顧客
独自の販売網と世界中 
に広がる顧客接点

•  160以上の国と地域への製品供給
•   Yamaha Music ID登録数 800万ID

課題： 顧客ニーズ多様化による顧客とのつながりの
希薄化

技術
音・音楽を原点に培った 
独自の多彩な技術

•  「よい音」「よい音響空間」を巡る感性に関する深い   
 理解と知見

•  特許権：4,647件*3、意匠権：1,639件*3、 
商標権：10,779件*3　　*3. 国内外計

課題：匠の技術の継承、外部資本の活用

人
価値創造を支える 
多様な人材

•  グローバルで活躍する従業員 18,949人
•  音・音楽に対する高い専門性と知見を有する従業員

課題： 成長戦略実現のために必要なスキルを持つ 
人材の確保

財務
健全で強固な 
財務基盤

•  主要格付会社による債券格付状況 
R&I：A+、JCR：AA-

•  自己資本比率 75.9%

課題：企業価値向上のための積極的な戦略投資

環境・社会・文化
健全な地球環境・社会、
世界各地の音楽文化

•  持続可能性に配慮した木材使用率 69%
•  スクールプロジェクト10カ国425万人

課題：社会価値創出に対する期待や要請の高まり

関連するマテリアリティ  P.17

事
業
基
盤

顧客
•  顧客とのつながり
•  サービスを組み入れた 
新たな体験価値の提供

技術
•  最先端技術と感性の融合による新価値創造
•  オープンイノベーションの創出

ものづくり
•  クラフトマンシップとテクノロジー
•  レジリエンスの強化

品質 •  絶対的な顧客信頼を得る品質

経
営
基
盤

人材
•  創造的で挑戦的な組織風土の醸成
•  人権尊重とDE&I

DX
•  新たな価値の創造とさまざまな分野での 
プロセス変革

ガバナンス •  グループガバナンスの進化

環
境
・
社
会
・
文
化

環境
•  気候変動への対応
•  省資源、廃棄物・有害物質削減
•  持続可能な木材の利用

社会
•  バリューチェーンにおける人権尊重
•  平等な社会と快適なくらしへの貢献

文化 •  音楽文化の普及、発展

中期経営計画

戦略方針1
強固な事業基盤の再構築

 P.21

戦略方針2
未来を創る挑戦

 P.22

戦略方針3
経営基盤の強化

 P.23

サステナビリティを 
価値の源泉に

 P.43–51

資本の強化 企業価値の向上

•  環境変化を踏まえた 
事業構造改革

•  高付加価値商品の 
拡売

•  売上収益の拡大
•  事業利益率の改善

•  新たな価値の創出、 
新規事業開発

•  事業ドメイン・顧客の
拡大

•  売上収益の拡大

•  事業別ROICツリー 
分析と対策による 
BS経営強化

•  ポートフォリオ 
マネジメントの強化

•  経営戦略に沿った人材
ポートフォリオ変革

•  資本・資産効率の向上

•  持続可能性に配慮した
木材の使用率の向上、
希少木材の育成・保全

•  音楽文化支援活動の
推進

•  社会課題解決への 
貢献、継続的な事業 
活動の実現

YAMAHA’S CAPITAL 積み上げてきた資本 CONTENTS
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ヤマハグループは135年以上の歴史の中で、ヤマハならではの4つの強みを磨いてきました。いずれも他社にまねできない重要な競争力の源泉であるとともに、相互の連携によって
さらに大きな差別化要素となり、成長のドライバーとなっています。当社グループは、これらの強みを事業の基盤として、持続的な成長と企業価値の向上を目指していきます。

楽器事業、グローバルシェアNo.1

主力事業である楽器事業は、グローバルでNo.1*のシェ

アを誇ります。特に、電子楽器は、世界の約半数ほどの

シェアを占め、他社に圧倒的な差をつけています。また、

楽器事業で培ったノウハウやブランド認知度を生かして、

音響機器市場でも高い存在感を示すほか、自動車用内

装部品などその他の事業活動も展開しています。高い市

場シェアとともに市場全体をけん引していくブランド力は

当社のコアとなる競争力の源泉です。

* ヤマハ調べ

クラフトマンシップとテクノロジーの融合

長年にわたって楽器の生産を手掛ける中で、人間が目や

手を使ってより良い製品をつくり上げる技術「クラフトマン

シップ」を磨き上げてきました。加えて、生産工程を科学

的に研究し、最先端の技術を活用することで、業界トップ

レベルの「テクノロジー」も蓄積してきました。クラフトマン

シップとテクノロジーの両方を高いレベルで保有し、融合

させていることが、当社の生産における大きな強みです。

技術×感性

楽器・音響機器事業を通じて受け継がれてきた「よい音」

「よい音響空間」を巡る感性に関する深い理解と知見は、

他社にない強みであり、当社が提供する製品やサービス

の差別化要因です。感性評価技術により知見と理解を

深化・整理し、アコースティック技術やデジタル・エレク

トロニクス技術などを組み合わせることで、他社にはまね

のできないユニークな製品やサービスを提供しています。

世界中の顧客との接点

30以上の国・地域に営業関連拠点を置き、地域特性に

応じた独自の販売網を構築しています。製品の販売だけ

でなく、アーティストリレーションやカスタマーサービス

拠点としての役割のほか、音楽教室やスクールプロジェ

クトの展開などを通じた音楽普及活動も同時に行い、世

界中の幅広い顧客との接点を持っていることが当社の特

徴です。

楽器事業 
グローバルシェアNo.1

クラフトマンシップと 
テクノロジーの融合

ヤマハの価値創造を支える強み

世界中の顧客との接点技術×感性

YAMAHA’S STRENGTHS ヤマハの価値創造を支える強み CONTENTS
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